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保育所で入所式

悶
彰
ザ／

　保育所の入所式が4月6日に行われ、62名の子供たちが入所しました。式が

終わり、子供たちは各教室へわかれて先生からのお話しを聞きました。お母さ

んのそばからはなれようとしない子供たちもたくさんいましたが、明日から泣

かずにこられるかな。

●、



　
か
つ
て
わ
た
し
た
ち
は
、
あ
ま
り
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
暮
ら

し
万
を
し
て
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
も
の
を
、
大
切
に
使
い
、

な
る
べ
く
捨
て
る
こ
と
な
＜
、
　
「
活
か
し
て
使
う
、
直
し
て

使
う
」
知
恵
を
つ
ち
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
　
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
ご
く
当
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
や
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
モ
ノ
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
次
か
ら
次
へ
と
新
製
品
が
作
り
出
さ
れ
、

中
に
は
、
一
度
も
使
う
こ
と
な
く
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●

ご
み
は
ど
れ
だ
け
増
え
て
い
る
か

　
現
在
、
日
本
中
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
一
日
に
約
十

二
万
七
千
ト
ン
、
一
年
間
で
は
、
お
よ

そ
四
千
五
百
五
十
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
東
京
ド
ー
ム

の
約
百
二
十
五
杯
分
の
ご
み
の
量
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
こ
こ
数
年
増
え

続
け
て
お
り
、
町
に
お
い
て
も
昭
和
六

十
三
年
度
に
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み

の
量
は
、
千
四
百
五
十
ト
ン
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成
四
年
度
で
は
千
七
百
十

ト
ン
と
年
を
追
っ
て
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
ご
み

処
理
費
用
の
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
ご
み
処
理
場
の
処
理
能
力

が
限
界
と
な
っ
た
り
、
最
終
処
分
場
の

用
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
を

　
年
々
増
え
続
け
る
ご
み
を
減
量
す
る

に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
い

か
に
ご
み
を
減
ら
す
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。

　
例
え
ば
、
生
ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

を
用
い
て
堆
肥
化
す
る
。
ま
た
、
新
聞

や
雑
誌
、
古
着
な
ど
は
、
ご
み
と
し
て

出
さ
ず
廃
品
回
収
に
出
す
。
ス
ー
パ
ー

や
デ
パ
ー
ト
の
過
剰
包
装
な
ど
も
、
な

る
べ
く
少
な
い
包
装
に
し
て
も
ら
っ
て

家
に
持
ち
か
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
ご
み
を
出
す
の
は
人
間
だ
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
は
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
ご

み
を
減
ら
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を

　
わ
た
し
た
ち
が
出
す
ご
み
の
中
に
は
、

資
源
ご
み
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
利
点
は
、
簡
単
な
加
工
に
よ

っ
て
再
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
し
再
利

用
す
る
こ
と
を
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
い
ま

す
。　

町
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
、
小
・
中
学
校
P
T
A
が

実
施
し
て
い
る
廃
品
回
収
や
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
の
団
体
が
行
っ
て
い
る
資
源
ご

み
回
収
に
奨
励
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
も
の
の
中
に
、
ま
だ
十
分
使
え
る

も
の
が
目
出
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
今
年
度

あ
ら
た
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

分
別
収
集
に
ご
協
力
を

　
分
別
収
集
と
は
、
ご
み
処
理
の
効
率

を
高
め
る
た
め
に
、
　
「
燃
え
る
ご
み
」

と
「
燃
え
な
い
ご
み
」
と
に
分
け
て
収

集
す
る
こ
と
で
す
。
　
「
燃
え
る
ご
み
」

は
指
定
さ
れ
た
ご
み
袋
に
入
れ
、
　
「
燃

え
な
い
ご
み
」
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入

れ
て
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
　
「
燃
え

な
い
ご
み
」
の
中
に
は
、
ガ
ス
抜
き
し

て
な
い
ス
プ
レ
i
缶
は
爆
発
事
故
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
次
ぺ
ー
ジ
の
“
ご
み
の

出
し
方
”
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　 廃棄物減量対策
　　　推進委員紹介

　江南町に鳶いても、年々増加す
葛ゴミを減らすため推進委員さん

を委嘱いたしましだ。

　活動内容としては、リサイクル

を中心とした減量化施策を計画・

検討することです。

氏　　名 住　　所

湯　本　純　子 成沢466－1

舟　橋　きく江 成沢1157－11

新　井　昌　江 上新田101－1

持　田　節　子 押切325

吉　田　シ　ゲ 須賀広535－2

岡　田　き　い 野原404

橋　本　和　子 小江川2159－1

吉　野　美知子 板井715

柴　　　サツヱ 柴150
野　村　正　子 中央1－13－6

二●



収集日の朝8時30分までに出してください。

●

収集日 収集するゴミの内容 持　ち　出　し　万の　マ　ナー

燃
え
る
ゴ
ミ
・
汰
可
燃
物
）

週
二
回
収
集
（
指
定
躍
日
）

鱒　．巡
　　　　一　　　　　一

台所ゴミ
◎生ゴミは、できるだけ庭に埋めるなどして士にもどしましよう。

●台所のゴミはよく水切りをして、指定の紙袋で出してください。

●指定の紙袋以外は収集いたしません。

”h，一

な1蛎　、／　z
　　　　　　／◎　　　o

紙　　　　類 ◎もう一度利用するために、P　T　Aなど地域の集団回収に協力して

ください。

●ダンボール箱は小さく折りたたみ、結んで出してください。

●衣類は持ち出しやすくして出してください・

●フトン類は、折りたたみ、結んで出してください。

・　　　　　　　　　　　　　／
　磁，　　　　　　　一
　　　〇　　　　〇

焔聡活 布　・衣類

。　　　　§く　　　羅

　　　　　勤
木製家具類

●木の机、二段ベッド等の木製家具は、小さくこわして、束に結ん

で出してください。

　絢　　　　　　　　　　　ノ
湛＿、ミ交　ノノ

！

柱 ●3m以内に前処理したものを直接搬入してください。

もう一度使えないか、捨てる前に考えてみよう。

●

燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
（
不
燃
物
）

月
二
回
収
集
（
指
定
日
）

亡、，禽 ビ　ン　類
◎分別し、廃品回収として資源の再利用をしましよう。

●酒屋さん等にきめられた分類で返す習慣をつけましよう。

1

，．曾
カ　ン　類

●スブレー缶は穴をあけ、がスを抜いてから出してください。

●ビン・カン類は、丈夫な袋に入れて出してください。

　’一，

．．v母

　　一
〆　忘

　’

　　　　　込

がラス製品 ●ガラスかけを出す時は、「がラスJと表示して出してください。

o
小型電気製品 ●他のゴミといっしよにしないでください。

＿　ノ．＿

金　物　類

●ブリキ、ト9ン類は束に結んで出してください。

自転車類
スチール机等

ゴ有
建害

一
使用済乾電池等

●乾電池、体温計、蛍光灯、鏡などは有害ゴミなので、ビニール袋

等に入れて、「有害」と明記の上出してください。

●タイヤ、プロパンがスやアセチレンがスのボンベ、石油、廃油、薬品、塗料及びその容器。

●家のとりこわしにより出たがレキ、マットレス、応接セット・。

●事業活動に伴うゴミは、自分で直接処理するか、業者に依頼してください。

●紙おむつは、絶対に出さないでください。

き
の

で
も

集
い

収
な

（3）
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平
成
六
年
三
月
に
開
か
れ
た
定
例
町

議
会
に
お
い
て
江
南
町
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正
の
議
決
を
い
た
だ
き
、

平
成
六
年
六
月
分
と
し
て
い
た
だ
く
水
道

料
金
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
改
定
案
は
、
町
議
会
の
代
表
、

水
道
需
要
者
の
代
表
、
知
識
経
験
者
の

方
々
で
構
成
さ
れ
る
江
南
町
水
道
料
金

等
審
議
会
の
答
申
に
そ
っ
た
も
の
で
す
。

江
南
町
上
水
道
の
概
況

　
江
南
町
水
道
事
業
は
、
昭
和
四
十
三

年
に
南
部
、
北
部
簡
易
水
道
の
統
合
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
給
水
人
口
の
増
加
、

平成6年6月分からの水道料金表（1ヵ月分）

生
活
指
向
の
多
様
化
に
加
え
て
企
業
等

の
進
出
に
よ
り
水
需
要
が
増
加
し
た
た

め
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
昭
和
五
十
五

年
の
間
に
三
回
に
わ
た
る
拡
張
事
業
を

実
施
し
、
配
水
管
の
延
長
、
水
道
施
設

の
整
備
を
行
い
安
定
給
水
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
社
会
経
済
情
勢
の
変
貌
に
伴

う
地
域
構
造
の
著
し
い
変
化
に
よ
り
水

需
要
は
さ
ら
に
増
加
し
、
給
水
も
限
界

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
展
望

に
立
ち
安
定
給
水
を
図
る
た
め
、
県
水

を
導
入
し
併
せ
て
平
成
七
年
を
目
標
年

次
と
す
る
、
第
四
次
拡
張
事
業
を
実
施

中
で
あ
り
、
こ
の
規
模
は
給
水
人
口
一

万
三
千
七
百
人
、
配
水
能
力
一
日
一
万

立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
ま
す
。

　　　料金

口径

基本料金 従　量　料 金

水量 料金
1浦
　～

ao㎡

a浦
　～

30㎡

3浦
　～

50r蒔

駅雨
　～

100舗

1DO漏
　～

『
　
　
般
　
　
　
用

13mm

10㎡

950円 1㎡に
つき

旧0円

1㎡に
つぎ

170円

1㎡に
つき

旧口円

l　rδに

つぎ

200円

1甫に
つき

220円
20mm 1，600円

25mm 2，350円

3Dmm
20r百

5，340円

40mm 8，550円

50mm
30㎡

16，030円

75mm 28，850円

100mm
50㎡

53，430円

125mm 85，500円

臨
時
用

10㎡ 3，500円 1r目につぎ360円

●

水道料金計算例
ロ径13mmのメーターを取りつけてある家庭が2ヵ月で55甫使用した場合

④基本料金（2ヵ月）20㎡まで950円×2ヵ月一1，900円

◎従量料金　21甫～40r6まで160円×20㎡＝3，200円

　　　　　　41甫～55㎡まで170円x15甫＝2，550円

　　合　　計　　　　　　　　　　　　7，650円

※上記により、算出された金額に需を乗じて下さい

　7，650円×需＝7，879．5円（円未満切り捨て） 料
金
改
定
の
必
要
性

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
五
十
七

年
に
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
改
定

を
行
い
、
そ
の
後
経
営
は
良
好
な
状
態

で
運
営
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
基
本
料

金
の
値
下
げ
を
行
い
現
在
に
い
た
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
第
四
次
拡
張
事
業

に
伴
う
建
設
事
業
費
、
企
業
債
の
利
息

や
受
水
費
等
の
経
費
の
増
加
に
よ
り
、

水
道
財
政
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
平

成
四
年
度
か
ら
は
赤
字
経
営
に
転
落
し
、

現
行
水
道
料
金
に
お
い
て
の
事
業
運
営

は
、
極
め
て
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に

よ
り
受
益
者
負
担
の
原
則
が
規
定
さ
れ
、

　
　
　
　
　
独
立
採
算
制
の
も
と
で
経

　
　
　
す

　
　
　
ま
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
り
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

　
　
　
な

、
　
と
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

　
　
　
円
　
　
、

　
　
　
9
ら
　
安
定
し
た
生
活
用
水

下
　
　
7

て
◎
焔
の
給
水
を
す
る
た
め
に
は

じ

糠
麟
髪
熱
葬
鋳

需
満
道
つ
た
も
の
で
す
・

に
未
水

額
円
　

今
後
も
よ
り
一
層
の
企

●

業
努
力
を
し
経
費
の
節
減

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
回
の
料
金
改
定

に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

加
入
金
も
改
定

　
新
た
に
江
南
町
水
道
に
加
入
す
る
場

合
の
加
入
金
は
、
四
月
一
日
か
ら
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

水道の故障・修理は、水道工事を施工した指定工事店か、

当番の指定工事店へお願いしてください。

水道の故障・修理は、水道工事を施工した指定工事店か、

当番の指定工事店へお願いしてください。
迷纏鄭 　

嬢径 鱒締
療鮒
鞭ぬ獲

撚金撫・

5月の当番 塾事店織 電謡番驚 13mm 133，900円 50mm 3，337，200円

1　●　6　●11・16●21●26●31 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
20mm 278，100円 75mm 7，302，700円

2　●　7　●12●17●22　・27 ㈱光栄建設 36－1052
25mm 515，000円 100mm 21，630，DOO円

3　・　8　・13・18・23・28 ㈱コバヤシ 36－1206

4　・　9　・14・19。24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662
30mm 885，800円 125mm

町長が別に

定める

5　●10●15●20・25・30 ㈲松本設備 36－5177 40㎜ 1，864，300円

（4）
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鋳

「
議

晦

m
「
㍑ぽ霞

暫躯
、
癌
、

　
彗
ド1即蟹響蟹

磯

　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
お
よ
び
町

職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
住

民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご

苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
区
長
さ
ん

に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
区

上
新
田
　
（

　
柴
田
　
四
郎

樋
春
北

　
小
島
　
勧
一

御
正
新
田

、
橋
本
　
利
夫

板
　
　
井

　
細
井
　
　
多

千
　
　
代

　
寺
山
　
和
雄

中
　
　
央

　
曽
田
　
定
夫

　
　
　
　
長

）
は
前
任
者

　
（
反
町
　
幸
平
）

（
小
島
　
芳
房
）

（
橋
本
　
松
良
）

（
吉
野
　
武
義
）

（
湯
本
光
雄
）

（
新

◎
教
職
員

○
江
南
南
小
学
校

●
転

教
諭

〃〃〃●
転

教
諭

出馬
場

裕
子

松
本
－
暢
佑

志
村
　
栄
子

奥
野
［
里
美

入大
橋
ひ
ろ
み

「
　
ヤ
涯

任
）

江
南
北
小

寄
居
男
会
小

大
里
市
田
小

大
里
吉
見
小

熊
谷
吉
岡
小

教
諭
中
野
　
浩
治

〃
　
新
井
　
恵
子

〃
　
小
林
千
恵
子

〃
　
宮
下
　
幸
枝

用
務
員
西
沢
　
文
子

　
○
江
南
北
小
学
校

用．．教校●．．黎校●
務　　諭長転　　諭長転

松村馬柴大入岩田安丸出
本田場崎島　附島藤山

昌る裕一正　浩正安
子み子正巳　未子男修

○
江
南
中
学
校

　　　教校●
”””諭長転

森笠藤山木出
下原野下島

文久　義
弘枝香晴宏

〃
　
清
水
久
仁
子

〃
　
水
木
美
奈
子

〃
　
植
松
　
　
修

●
転
　
入

校
長
　
原
口
　
　
明

教
諭
　
大
河
原
　
弘

〃
　
諸
　
　
　
彰

〃
　
藤
井
　
　
孝

〃
　
竹
内
由
紀
子

〃
　
志
賀
　
仁
一

用
務
員
田
代
　
ナ
カ

●

深
谷
西
小

花
園
小

嵐
山
七
郷
小

寄
居
鉢
形
小

新
採
用

本
庄
南
小

大
里
市
田
小

寄
居
桜
沢
小

妻
沼
南
小

川
本
北
小

熊
谷
新
堀
小

江
南
南
小

熊
谷
久
下
小

新
採
用

寄
居
小

妻
沼
小
島
中

深
谷
藤
沢
中

熊
谷
東
中

熊
谷
別
府
中

深
谷
豊
里
中

東
松
山
白
山
中

寄
居
鉢
形
小

熊
谷
東
中

熊
谷
三
尻
中

寄
居
中

岡
部
中

行
田
埼
玉
中

行
田
西
中

新
採
用

葱
仁
O
顎
繕
看
醤
◎
竪
縮
一

◎
町
職
員

●
退
　
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　
長
谷
川
テ
ル
（
給
食
調
理
員
）

●
昇
　
格

　
　
　
　
　
　
主
査
）

●
異
　
動

○
総
務
課

補
佐
吉
田
照
子
（
保
育
所
長
）

主
　
査
　
斉
藤
　
道
夫
（
水
道
課
）

主
事
補
　
橋
本
　
君
枝
（
経
済
課
）

主
事
補
　
神
田
健
一
郎
（
新
採
用
）

○
住
民
福
祉
課

主
　
任
　
高
橋
　
近
男
（
税
務
課
）

主
事
補
　
馬
場
　
明
代
（
新
採
用
）

0
税
務
課

○
保
健
衛
生
課

主
　
任
　
吉
田
　
克
己
（
総
務
課
）

保
健
婦
　
石
橋
奈
峰
美
（
新
採
用
）

○
経
済
課

主
事
補
　
茂
木
　
正
則
（
総
務
課
）

O
建
設
課

主
　
任
　
水
野
　
幸
子
（
住
民
課
）

O
水
道
課

主
事
新
井
　
洋
（
建
設
課
）

o
教
育
委
員
会

　
　
　
　
佐
）

主
事
吉
野
真
伸
（
保
健
課
）

0
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
　
本
田
　
敏
和
（
新
採
用
）

○
保
育
所
長
　
小
林
佐
智
子
（
総
務
課

主
事
補
　
原
田
　
智
宏
（
教
育
委
員
会
）

専
門
員
　
橋
本
　
誠
也
（
総
務
課
長
補

●
埼
玉
県
知
事
よ
り

『
農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
農
村
女
性

ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士
』
　
認
離
る

　
町
に
お
け
る
女
性
は
、
農
業
従
業
者

の
過
半
数
を
占
め
、
女
性
の
特
質
を
生

か
し
て
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
生
活
は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
の
運
営
に
対
し
て
も
女
性
は
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
県
で
は
、
意
欲
的
に
農
家
経
営
に

従
事
し
て
い
る
女
性
を
「
農
村
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
と
認
定
す
る
と
と
も
に
、
次

代
に
継
承
す
べ
き
伝
統
的
食
生
活
技
術

を
有
す
る
女
姓
を
「
女
性
ふ
る
さ
と
の

味
伝
承
士
」
と
認
定
し
ま
し
た
。

小松原松子さん

　
「
農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し

て
認
定
さ
れ
た
小
松
原
さ
ん
は
、
農
業

経
営
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
女
性
の

中
核
的
主
導
者
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
女
性
ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士
」
に

次
の
6
名
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
昔
か
ら
の
行
事
食
と
手
づ

く
り
の
技
術
の
継
承
を
行
い
活
動
し
て

い
ま
す
。磯

川島全子さん岡田きいさん寺山仁子さん坂田ちゑ子さん橋本和子さん持田節子さん

（5〕



あて先は役場総務課智36－1521です。

●

馬
自
』

●

一真新しい服に身をつつみ一

　4月6日（胸～11日（月）までにあいっいで

保育所、幼稚園、南・北小学校、中学校

の入学（園・所）式が行われました。

　今年あらたにそれぞれの門をくぐるこ

とになった児童生徒数は、保育所62名、

幼稚園109名、南小学校82名、北小学校80

名、中学校169名で合計502名の新入生を

迎えることになりました。

　写真は、左から、保育所、幼稚園、南

小学校、北小学校、中学校（2段目）の

順です。

　国民年金委員さんを
　　　紹介します
町では、年金委員ざんに毎隼5月の連休期

聞を利絹し、・年度巾鱒歳になる人砂隼金癩入、

についての調査を行なって騨ただいて齢むま薩。、

今年もお伺“するこ窒になりますが｛御協力・

を訟願警します。

！国民年金委員名簿・徹称賂）・

氏　名 電話番号 』
』
灘

地区、

神谷疋勢』36幽0643 成駅1蒋，
井出，馨三晦・36融406、 成沢、轡瀬
小澤清畷「・36滋G1851 室獄本、、

◎ 瀬兼義勢、！i舞飾：2爆22 一ま薪圏、

新井、照交、 鎚締05＄3霊 、上押雛

持國泓隆一3研456α ・下押切『

鎌塚勘静 ・3蘇Q672 樋翻ピ・、

芹澤英尭 36紫3339 、樋春蔽・

関谷　、1進 』36織8β0， 御無噺購澱
・・橋本：、戸祐作、唱36謀0奪00 蜘憲新騨難
溝橋和炎i・13鈴雛鋭 領繋購一

完森講潔
岡部’、、，灘

鐸6蕪226縦

，、36鱒4631

、野、・1療繋

　　1　1貸　　　　ド

小濁i麟韓，

．○ 噛中r：勝総．瀦曝饗Q86メ灘雌、鱒難

痢根瞬麟繋嬬35雅 瀦i饗、こ

柴縦，弘狩 i：謎6議3麟、 板認蹴・　・臼、

木村、曜豊 36驚2Q7§
柴’

、軟場幸争 ：額麟㈱ 藷、・代・、「

漂働☆騰 識蘇驚鵬，薄遜棄「1三

＠瞬縫委賑鐙降騨黍蕪で1轡、
ら委嘱さ綴年郵鱒蘇灘灘熟・ま蒙．・



ド
トピ1リウス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

　灘・灘

●

ω
o
旧
O
o
』
』

一吉野武雄さん万歩計による日本一周達成一

　平成3年度から江南町では、70歳到達

者に医療受給者証と健康手帳の交付の際

万歩計と記録カードを交付し、歩く健康

づくりの推進を始めております。

　そこで、最初の日本一周達成者が出ま

したので4月19日町長より賞状・記念品

が送られました。この方は、野原在住の

吉野武雄さんで28カ月と15日（868日）雨

の日も風の日も努力したとのことです。

　一日平均約10，000歩、野原自宅から南

小学校の往復を毎日の日課として、自ら

歩く健康づくりを実現しています。

●

一町内のカーブミラーをきれいに一

　春の全国交通安全運動の推進に一役か

って4月14日に、小原・御正駐在所が中

心となり駐在所連絡協議会の協力を得て

カーブミラー清掃が行なわれました。

　当日は、小・中学校、幼稚園周辺を中

心に参加した13名が南北2班に分かれて

行ない、1枚1枚手で丹誠込めて磨かれ

たカーブミラーは、見ちがえるほどきれ

いになりました。

　これによって、町内の交通事故がすこ

しでも減ってくれることを願っておりま

す。



　
平
成
四
年
国
民
栄
養
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
に

　
厚
生
省
で
は
、
毎
年
国
民
栄
養
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
四
年
の

結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
特
徴
は
、
①
カ
ル
シ
ゥ
ム
の

摂
取
不
足
　
②
食
塩
の
摂
取
量
は
十
二
．

九
妙
ラ
で
前
年
と
同
じ
③
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
量
に
占
め
る
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

比
率
が
二
十
五
智
以
上
と
い
う
近
年

あ
状
況
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
は

依
然
不
足
が
ち

　
食
塩
摂
取
量
は
平
均
一
人
一
日
当
た

り
十
二
・
九
拷
で
前
年
と
同
じ
で
し
た
。

こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
東
北
・
関

東
北
部
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

は
依
然
二
十
五
鮮
を
突
破

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
占
め
る
脂
肪

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
上
限
が
二
十
五

智
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
三

年
以
降
毎
年
二
十
五
㌫
を
越
え
て
い
ま

す
。

つ
い
て

高
血
圧
症
、

予
防
の
た
め
に
も
、

に
動
物
性
脂
肪
）

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

脳
卒
中
な
ど
の
成
人
病

　
　
食
塩
、
脂
肪
（
特

　
は
逆
に
摂
り
す
ぎ
な

　
　
0

やフ崩襯％」．

　　奪しク
　　ひx　　　　4

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
除
く
そ
の
他
の
栄
養

素
に
つ
い
て
は
、
所
要
量
を
充
足
し
て

い
る
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
依

然
所
要
量
を
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
、

高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
い
増
加
が
予
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
骨
粗
懸
症
の
予
防
の
た
め
に
も
、

積
極
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

食
塩
の
摂
取
状
況

骨粗霧症とは？

　骨からカルシウムが抜け

出るため骨が薄くもろくな

り、ちょっとしたことで、

すぐ骨折してしまう病気で

す。

カルシウムを多く含む食品

　牛乳・小魚・海そう類

※牛乳は吸収がよく、一日

のカルシウムの必要量600mg

のうち1本で200mgのカルシ

ウムが含まれています。

0
の
①
②
0
0
0
0

　
三
月
二
十
四
日
、
第
五
回
大
里
郡
総

合
体
育
大
会
の
閉
会
式
が
江
南
町
複
合

施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
五
年
度
に
行
わ

れ
た
七
種
目
の
町
村
対
抗
大
会
の
結
果

に
得
点
を
つ
け
、
そ
の
総
合
得
点
で
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
江
南
町
は
四

年
連
続
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
少
年
・
少
女
の
大
会
は
得
点
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

総
合
成
績
（
得
点
）

優
勝

準
優
勝

七六五四三

位位位位位勝勝

川大花岡江妻寄
本里園部南沼居
田丁　ホ寸　田丁　田丁　田丁　田丁　田丁

18202225283434

5　　5
占占占占占占占’1、、ハ、、’b、、　ハ、、ハ、、 ’しb、’“、

●
種
目
別
成
績

▽
一
般
野
球
大
会

八
月
一
日
　
　
　
会
場
　
妻
沼
町

優
勝
寄
居
町
7
点

準
優
勝
　
妻
　
沼
　
町
　
6
点

三
位
大
里
村
5
点

　
　
　
　
（
江
南
町
・
出
場
な
し
）

▽
一
般
卓
球
大
会

九
月
十
二
日
　
　
会
場

優
　
勝
花
園
　
町

準
優
勝
寄
　
居
　
町

三
　
位
　
川
　
本
　
町

五
　
位
　
江
　
南
　
町

出
場
チ
ー
ム

江
南
町

7
点

6
点

5
点

2
点

江
南
町
卓
球
愛
好
会

（8）
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ら

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
「
松
木
」

　
　
ま
つ
の
き

　
　
「
松
木
」
は
押
切
地
区
に
あ
る
地
名

で
す
。
荒
川
に
ほ
ど
近
い
、
集
落
の
東

　
　
　
　
　
た
ん
　
ぽ

方
に
広
が
る
田
圃
ば
か
り
の
場
所
を
い

　いま

す
。

　
　
こ
の
地
名
に
つ
い
て
は
良
く
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
と
い
う
の
は

単
純
に
文
字
通
り
の
意
味
を
追
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
加
え
て
地
名

の
由
来
を
知
る
資
料
が
あ
ま
り
に
少
な
い

か
ら
で
す
。
ま
た
地
名
が
付
け
ら
れ
た
当

時
な
ら
誰
も
が
そ
の
意
味
を
理
解
で
き

．
．
．
だ
で
し
ょ
う
が
、
現
在
で
は
土
地
の
様

子
が
大
き
く
変
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
い
っ
そ
う
由
緒
を
尋
ね
る
こ
と

を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

　
多
少
話
は
脇
に
逸
れ
ま
す
が
、
地
名

の
由
来
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
地
名
の

付
け
ち
れ
た
当
時
の
人
々
の
生
活
を
知

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
日
本
人
の
生
業
自
体
が
、
水
田
稲

作
と
い
う
米
造
り
を
基
本
と
す
る
農
業

を
中
心
に
歴
史
を
創
っ
て
き
た
だ
け
に
、

土
地
と
の
結
び
つ
き
は
深
く
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
氏
族
、
集
団
を
い
う
姓

名
・
苗
字
に
も
「
田
」
の
文
字
が
使
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
苗
字
に
地
名
が
多
く

採
ら
れ
た
た
め
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、

中
世
武
士
の
働
き
を
云
う
コ
所
懸
命
」

の
言
葉
は
豊
か
な
土
地
を
獲
得
し
守
る

こ
と
か
ら
起
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

第41話

な
土
地
に
対
す
る
思
い
が
多
数
の
地
名

に
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
松
」
は
常
に
緑
の
樹
で
す
。
緑
の

少
な
い
冬
で
も
青
々
と
し
て
強
く
生
命
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
長
寿
を
祝
う
古

木
や
、
大
木
と
な
っ
て
神
霊
さ
え
宿
る

樹
で
も
あ
り
ま
す
。
桜
の
華
や
ぎ
や
、

杉
の
森
厳
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
庭
木

に
育
む
親
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　
「
松
木
」
の
地
名
の
場
所
は
明
治
時

代
以
前
も
水
田
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

単
純
に
田
の
傍
ら
に
松
が
た
っ
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
　
ー

松
と
田
の
結
び
つ
き
が
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
業
の

視
点
か
ら
松
と
田
の
結
び
つ
き

を
み
る
と
今
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
行
事
と
の
関
係
を
考
え
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
先
述
の
よ
う
に
松
は
生
命
を

強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
樹
で
す
。

松
飾
り
な
ど
多
く
の
民
俗
行
事

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
作
と

の
関
係
を
み
る
と
「
御
田
植
神

事
」
と
い
う
大
切
な
祭
礼
に
使

わ
れ
る
樹
で
も
あ
り
ま
す
。
御

田
植
神
事
は
文
字
通
り
豊
作
を

祈
る
御
祝
行
事
の
一
つ
で
す
。

具
体
的
に
は
「
祈
年
祭
」
に
松

葉
を
早
苗
に
見
た
て
、
田
圃
や

i繊

／
”

境
内
で
神
官
が
田
植
の
仕
草
を
し
ま
す
。

雪
の
多
い
地
方
で
は
植
ら
れ
た
松
葉
が

生
々
と
育
つ
早
苗
の
よ
う
に
見
え
、
そ

の
年
の
稲
の
成
長
が
良
く
、
多
く
の
稔

り
が
約
束
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
現
在
、
埼
玉
県
内
で
は
四
月
十

八
日
に
秩
父
神
社
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
に
密
着
し
た
行
事

は
規
模
の
大
小
は
あ
れ
、
ど
こ
の
村
落

で
も
基
本
的
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
押
切
の
鎮
守
社
は
八
幡

社
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
御
田
植
神
事

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
み

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
松
木
の
田
圃
は

大
切
な
神
事
を
行
う
選
ば
れ
た
場
所
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

、
，
選
ハ
・

▽
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

出三準優九
場　優　月
チ位勝勝十
i　　　　ニ
ム岡江妻日

　
会
場
　
江
南
町

沼
　
町
　
7
点

南
　
町
　
6
点

部
　
町
　
5
点

江
南
町
選
抜
チ
ー
ム

▽
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出五三準優十
場　　優　月
チ位位勝勝十
i　　　　七
ム江花寄妻日

　
会
場

刀
口
　
丁

、
マ
　
　
　
田
四

居
　
町

園
　
町

南
　
町

川
本
町

7
点

6
点

5
点

2
占
n

中
央
ク
ラ
ブ

▽
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
七
日

優
　
勝
　
寄

準
優
勝
　
江

三
　
位
　
岡

出
場
チ
ー
ム

　
会
場
　
岡
部
町

居
　
町
　
7
点

南
　
町
　
6
点

部
　
町
　
5
点

御
正
プ
リ
ン
ス

中
央
ク
ラ
ブ

▽
一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出三準優十
場　優　一
チ位勝勝月
1　　　七
ム妻江岡日

　
会
場
　
岡
部
町

部
　
町
　
7
点

南
　
町
　
6
点

沼
　
町
　
5
点

ホ
ワ
イ
ト
レ
デ
ィ
ー
ス

　　　　▽
三準優一一
　優　月般
位勝勝十サ
　　　六ツ
江寄大日カ
　　　　1南居里　大
　　　△ム　　　ム　コて
町町村場

花
園
町

7
点

6
点

5
点

出
場
チ
ー
ム
　
江
南
ク
ラ
ブ

▽
少
年
野
球
大
会

出四三準優八
場　　優　月
チ位位勝勝一
1　　　　　日
ム江岡寄花

江南部居園
南　　　　会
フ町町町町場
ア

イ　　　　寄
タ　　　　居
1　　　　町
ズ

▽
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出五三準優十
場　　優　月
チ位位勝勝十
1　　　　七
ム江寄妻川日

江南居沼本
南　　　　会
北町町町町場

二　　　　川
バ　　　　本
レ　　　　町
i

▽
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

出三準優一
場　優　月
チ位勝勝十
i　　　　六
ム大岡江日

江里部南
南　　　会
南村町町場
サ

ツ　　　大
力　　　 里

i　　　村’
（9）



騨■引駒F、謬謂ノ

　　　　ワープロ入門講座

　　　コース　入門1（初級）

　　　　　　昼1日コース
　　　　　　　①6月21日②6月23日

　　　　　　　9時30分～16時30分

　　　　　　昼1日ゆっくりコース

　　　　　　　50歳以上対象

　　　　　　　6月22日
　　　　　　　9時30分～16時30分

　　　　　　夜2日コース

　　　　　　　6月21日～22日

　　　　　　　18時20分～20時50分
　　　　　　入門2（表計算・表作成）

　　　　　　昼1日コース

　　　　　　　6月24日
　　　　　　　9時30分～16時30分

　　受講料　昼コース　5，150円

　　　　　　夜コース　4，120円

　　会場熊谷福祉センター
　　定員各コース10人（抽選）
●　　申込・　6月7日依）～10日（斜9時～

　　問合せ　17時に電話で同センター
　　　　　　　（台21－5421）へ

成人職業訓練センター

　受講生募集
ヒ
ヒム

ほ
　
　
　
　

　

技
　
　
郎
成
働

・
　
　
太
作
日

識
　
　
一
書
3

知
　
　
（
文
㈲

な
　

）
卜
．
日
　
　
）

要
人
級
フ
作
2
　
　
級

必
る
初
ソ
操
㈱
時
　
初

に
す
（
ロ
的
日
1
6
　
（

業
と
習
プ
本
1
～
　
習

職
う
講
一
基
月
時
名
講

、
よ
ロ
ワ
の
6
1
0
2
0
ン

は
し
プ
　
　
　
　
　
コ

象
得
一
容
　
時
　
員
ソ

対
習
ワ
　
　
　
　
パ

　
を
◎
内
　
日
　
定
◎

内容パーソナルコンピュータの
　　　基礎知識・操作
日時6月14日（火）16日（木）17日（金）

　　　10B寺～16日寺

定　員　20名

◎第2種電気工事士技能講習
内　容　電気工事士試験受験者の実

　　　力養成
日時6月6日（月）7日（火〉9日（木）

　　　9時～16時30分
定　員　30名

問合せ　中央高等技術専門校内成人

　　　職業訓練センター

　　　〒362上尾市戸崎975

　　　費048－781－4668

圏圖圏圃
　　行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などがあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時5月24日依）

　　　午前9時30分から正午まで
場所勤労福祉センター第2研修室

圏 囮
高校生のみなさんへ

　自衛隊見学会に

囮

　　　参加してみませんか

　防衛庁では、高校生の皆さんに陸

・海・空自衛隊への理解を深めてい

ただくため航空機の体験搭乗、護衛

艦の体験航海、部隊見学及びサマー

メモリー等の諸行事を計画していま

す。－・

　参加希望の方は、各市町村役場ま

たは自衛隊熊谷募集事務所（〒360

熊谷市末広2丁目119費0485－22－
4855）までお問い合わせください。

詳しい行事案内を差し上げます。

国民年金には保険料の

免除制度があります

　国民年金の保険料は毎月納めるこ

とになっていますが、経済的な理由

などで納めることができないときは

ご相談下さい。

☆「免除』を受けられる人は

・法定免除⇒障害年金や生活扶助な

　　　　　どを受けているとき届

　　　　　出する
・申請免除⇒所得がないときや納付

　　　　　が困難なとき申し出る
☆「免除」を受けた期間は

　将来、老齢基礎年金の年金額を計

算するとき、納付した場合の％の額

として計算されますので、受け取る

年金額が少なくなります。

　また、免除された期間は、10年前

までさかのぼって納めることができ

ますので、生活に余裕ができた時は

納めるようにしてください。

☆学生の「免除』は

　学生の場合は一般の免除基準とは

別に免除基準がありますのでご相談

ください。

　免除を受けたら、卒業して就職し

たとき早目に追納することが大切で
す。
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先
人
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句
碑
の
光
る
や
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橋
本
　
和
子

池
の
面
に
春
雨
小
さ
き
輪
を
描
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

百
本
に
百
の
命
あ
り
木
々
芽
ぐ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

春
の
雨
園
は
街
騒
閉
し
け
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新
沢
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江
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入
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に
沈
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い
け
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園
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沈
丁
の
香
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た
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よ
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新
井
ト
モ
子

吟
行
や
星
渓
園
の
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

春
雨
や
身
を
や
わ
ら
か
く
く
ぐ
り
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

玉
の
池
か
こ
ん
で
木
々
の
芽
吹
き
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

星
渓
園
ビ
ル
の
谷
間
に
梅
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

春
雨
に
心
も
な
ご
む
思
い
な
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久

雪
解
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音
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光
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星
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ゆ
る
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鯉
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春
の
雨
水
面
は
揺
る
る
池
の
鯉
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

庭
園
を
め
ぐ
る
や
春
の
兆
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

す
る
こ
と
も
な
く
春
眠
欲
し
い
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
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な
ほ
重
し
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着
脱
げ
ど
も
わ
が
心
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藤
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郎

人
見
知
り
強
き
初
孫
入
園
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

春
吟
行
ゆ
け
ぬ
淋
し
さ
身
の
も
ろ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

何
時
し
か
に
湧
き
出
し
春
水
池
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
育
子

池
囲
む
樹
々
に
芽
吹
き
の
兆
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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圃國囹圖
　　　農林学級（5月）

開催日 内　　　　　容。 ・瞭』問』

14日（土） 木工型抜き㊥ 10＝00

14日（土〉 木工型抜き㊥ 13＝30

15日（日） 自然観察① 10：00

（野鳥観察会）

15日旧） 農業体験㊥ 13＝30

（白菜の収穫）

18日（水） こんにゃく作り　e 10：00

20日（釧 木工入門教室e 10：00

21日（土） 木工入門教室e 10：00

22日（日〉 木工工作室開放日　e 10：00

22日（日） 農業体験（サツマイモ 13：30

の植え付け）　㊥

25日（水） 料理教室（カブ料理）e 10：00

29日（日） 鉛筆立て⑭ 10：00

29日（日） 農業体験（サツマイモ 13＝30

の植え付け）　㊥

　
学

　
ト
　
ノ　

＝
　
　
　
）

　
④
所
　
月

　
、
　
務

　
子
事
　
ω

螺
講
灘

料
小
e
公
一
　
鼎
云

　
＝
、
林
8
3
園

無
㊥
生
農
a
き

用
象
付
せ
花

　
　
　
　
合

費
対
　
受
問

開催9…・ 鞠癖「　…1容． 費　綿、

10日㈹ 初夏の庭仕事 無　　料

12日休） 大輪菊の作り方 1，200円

（挿し芽）

18日休） 四季の花壇を楽しむ 1，000円

（夏編）

23日㈲ シュロチクの殖やし方 1，500円

24日（火〉 ハーブの楽しみ方 無　　料

月
中
届
出
　
　
年
齢

篠
崎
　
ツ
ネ
　
7
1
歳

柴
田
賢
次
郎
　
9
5
歳

新
井
古
㌻
　
8
3
歳

新
井
　
信
幸
　
5
1
歳

深
津
　
か
つ
　
7
9
歳

茂
木
　
初
江
　
85
歳

福
田
　
末
吉
　
86
歳

近
藤
　
お
ん
　
9
4
歳

神
谷
　
吉
和
　
6
5
歳

浜
村
智
美
　
2
歳

（
敬
称
略
）

成
　
　
沢

三
　
　
本

三
　
　
本

上
新
田

上
新
田

樋
　
　
春

御
正
新
田

御
正
新
田

御
正
新
田

板
　
　
井

12，260

12，230

12，200

人／戸

3，540

3，510

3，480

町民のうごき

1月　2月　3月　4月

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受付毎月1日午前8時30分から
　　　行います。

　　　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室a83－2841

　　　甲種防火管理者

　　　資格認定講習会

　事業所では、建築延面積300平方

メートル以上で、収容人員30名以上

（特定防火対象物）または500平方

メートル以上で収容人員50名以上

（特定対象物以外の防火対象物〉の

場合、甲種防火管理者の選任が必要

です。この機会に進んで受講して下

さい。

日時6月16日（木）、17日（金）

　　　午前9時～午後4時30分
場所熊谷市立勤労会館
定員200名（定員になり次第締切
　　　　ります。）

受講料　テキスト代として3，700円

　　　　を申込時に納入してください。

写真　2枚（縦3センチメートル、

　　　横2．4センチメートル、証

　　　明用、6ヶ月以内に撮影し
　　　たもの。）

申込み　5月16日（月）から6月3日（金）

　　　　（ただし、土曜、日曜日は

　　　除きます。）

問合せ　熊谷地区消防本部予防課

　　　a21－1207

　　　介護技術講習会

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　4月1日現在

人口　12，244人　十11

男6，034人＋8
女6，210人十3

世帯　　3，549世帯十21

日時平成6年6月14日（火）～7月
　　　22日（金）のうち21日間

　　　　9時30分～15時30分

場所熊谷福祉センター
主　催　熊谷女性職業センター

内　容　介護に必要な一般・行政知

　　　識、介護のあり方、食事、

　　　特別養護老人ホームでの実

　　　習など
対象受講後、就業を希望する初
　　　心者で、全日程出席可能な

　　　女性
定　員　25人（申込多数の場合は抽

　　　選〉
受講料　無料（教材費は自己負担、

　　　2，000円程度）

申込み　6月5日（日）までに、直接女

　　　性職業センターに来所の上、

　　　申込書に記入し提出
問合せ　熊谷女性職業センター

　　　ao485－23－2816

團國國圖
　　日赤老人看護法講習会

　　　受講生募集

日時平成6年6月23日（木）・24日

　　　（金）午前9時～12時

場所埼玉県立深谷青年の家
対象18歳以上の県内在勤在住者
内　容　老人看護の理論及び実技

定員20人（先着順）

費用　無料
申込み　5月17日（火）～6月10日（金）

問合せ　深谷青年の家君71－7548

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
一
一
月
中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

成
　
沢

　
　
　
　
た
く
　
や

　
土
居
　
拓
也
　
　
長
男
　
　
（
和
幸
）

押
　
切

　
　
　
　
け
い
す
け

　
伊
藤
　
圭
祐
　
　
二
男
　
　
（
幸
樹
）

樋
　
春

　
　
　
　
え
　
　
な

　
福
島
　
江
菜
　
　
次
女
　
　
（
英
之
）

平成6年　救急車出動状況

救急出動状況 3　月 累　計

交　　　　　　　通 5件 21件

一　　般　　負　傷 2件 7件

急　　　　　　　病 9件 39件

そ　　　の　　　他 0件 4件

合　　　　　　計 ’16件 71件

（11）



㌔

戦

　　　　たく　　や
芝　　拓哉ちゃん

　平成5年7月14日生

　芝　　進・延子さんの

二男（9ヵ月）　　上新田

　大好きなお兄ちゃんと、

いつも楽しくあそんでいま

す。

　いつまでも兄弟仲よくネ。

　　　　　　　り　　え　　　ニ

紹響，鷺論ん
l　l　　水野　薫・幸子さんの
t　l

帰
、

三女（10ヵ月）　成沢
　・。．　三人姉妹の末っ子、立っ

　　撃　ちの好きなりえこです。

㌧‘警　　お母さんと一緒にお昼寝

　　　をしているか、立っちして

　　　いるかの元気な子です。

　　　　　たか　　　ニ

若林賞子ちゃん
　平成5年6月8日生
　若林正喜・芳枝さんの

次女（10カ月）　樋春
　お雛様に囲まれて、とて

も満足な賞子です。

　お姉ちゃんに負けないく

らいの元気なレディになる

ぞ。

　　　　　森下航難ちゃん

酬平成5年5月9日生

帳ノ1鷲難1

　　　　に遊んでいます。いつまで

　　　　も兄弟仲良く元気に、たく

命　　　ましく育ってほしいです。

》

壕

畿9喰1
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我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

は

り

は

り

漬
佑ナ

芝
セ
よ
子
さ
ん
（
上
新
田
）

▼
材
　
料

切
り
干
し
大
根
：

　
に
ん
じ
ん
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…

昆
布
…
…
・
…
…
：
一
枚

赤
と
う
が
ら
し
：
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漬
け
汁
）

酢
…
・
…
…

醤
油
…
・

砂
糖
…
・

：
一
〇
〇
g

・
…
…
％
本

（
十
㎝
角
）

　
…
：
一
本

－
％
カ
ッ
プ

：
大
さ
じ
五

：
大
さ
じ
三

　
み
り
ん
…
・
…
…
…
…
…
・
・
大
さ
じ
三

　
酒
…
…
…
：
…
－
…
・
…
・
…
大
さ
じ
三

　
塩
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
少
々

▼
作
り
方

①
切
り
干
し
大
根
は
、
少
量
の
水
で
も

　
み
洗
い
を
し
て
汚
れ
を
取
り
、
水
に
つ

　
け
る
。
歯
ご
た
え
が
残
る
程
度
に
も

　
ど
し
、
水
気
を
し
っ
か
り
絞
り
、
十

　
文
字
に
ざ
く
切
り
に
す
る
。

②
に
ん
じ
ん
は
、
四
～
五
㎝
の
長
さ
の

　
せ
ん
切
り
に
し
、
塩
少
々
を
振
っ
て

　
も
み
、
し
ん
な
り
し
た
ら
水
気
を
切

　
る
。

③
昆
布
は
、
二
等
分
に
し
て
せ
ん
切
り

　
に
す
る
。
赤
と
う
が
ら
し
は
、
種
を

　
取
り
除
い
て
輪
切
り
に
す
る
。

④
漬
け
汁
は
、
一
度
煮
立
て
さ
ま
し
て

　
お
く
。

⑤
ボ
ー
ル
に
①
②
③
④
を
入
れ
、
一
晩

　
漬
け
て
お
く
。
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
。

●

　
ス
ト
ロ
ー
の
先
に
せ
っ
け
ん
液
を
つ

け
て
、
反
対
側
か
ら
ソ
ー
ッ
と
息
を
吹

き
込
む
と
、
光
で
色
づ
い
た
玉
が
飛
ん

で
い
く
　
　
し
ゃ
ぼ
ん
玉
は
、
子
供
の

こ
ろ
か
ら
お
な
じ
み
の
遊
び
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
子
供
た
ち
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
は
み
ん
な
が

知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ゃ
ぼ

ん
玉
と
い
う
意
味
を
知
ら
な
い
子
が
か

な
り
い
ま
し
た
。

　
し
ゃ
ぼ
ん
と
い
う
言
葉
は
せ
っ
け

ん
と
い
う
意
味
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

サ
ボ
ン
（
o
o
餌
σ
鯵
○
）
が
語
源
で
す
。

お
年
を
召
し
た
方
の
中
に
は
、
し
ゃ
ぼ

ん
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
ゃ
ぼ
ん
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
来

し
た
の
が
十
六
世
紀
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊

び
は
十
七
世
紀
の
は
じ
め
に
、
江
戸
に

し
ゃ
ぼ
ん
玉
売
り
が
登
場
し
た
の
が
最

初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
箱
を
首
に
か

け
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
吹
き
な
が
ら
、
「
玉

や
、
玉
や
」
と
い
っ
て
売
り
歩
く
姿
は
、

江
戸
の
風
物
詩
で
し
た
。

　
最
近
は
、
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
i
、
ボ

デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
な
ど
で
も
、
手
軽
に
し

ゃ
ぼ
ん
玉
を
つ
く
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
幼
児
が
し
ゃ
ぼ
ん

玉
で
遊
ぶ
と
き
は
、
親
が
一
緒
に
つ
い

て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。




